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はじめに
本学では「私が動く、世界がひらく。」のタグラインのもと、

「自ら学び、自ら行動し、新しい価値を創造できる人材」を育成している。 

日本女性にとって“初”の組織的な高等教育機関（大学）

1901（明治34）年、政界・財界・教育界からの大きな支援を
得て「日本女子大学校」創立以来、多くの卒業生を輩出してき
ました。

創立者 成瀬 仁蔵

≪ 成瀬仁蔵に協力した人々 ≫

明治の女性実業家
広岡 浅子

日本の資本主義の父
渋沢 栄一 ▲成瀬仁蔵の教育理念「三綱領」

信念徹底…自らの人格を高め、使命を見出し、
全身全霊を尽くして前進する

自発創生…各自の創造能力の尊重と開発に努める
共同奉仕…より良い社会をつくるための連帯感と協調を図る
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本学の概要
• 7学部16学科、6研究科17専攻を有する女子の総合大学

• 文系、理系の学部を複数有し、文理融合の取り組みに力を入れている

• 学部在籍者数6,194名 大学院在籍者数299名

• 専任教員 257名 専任職員 164名

家政学部

•児童学科

•食物学科（※）

•住居学科（※）

•被服学科

•家政経済学科

文学部

•日本文学科

•英文学科

•史学科

人間社会学部

•現代社会学科

•社会福祉学科

•教育学科

•心理学科

•文化学科（※）

国際文化学部

•国際文化学科

理学部

•数物情報科学科

•化学生命科学科

建築デザイン学部

•建築デザイン学科

食科学部

•食科学科

•栄養学科

（※）は募集停止の学科

学部

文理融合の学び（事例）

他学科や企業との共同研究
建築デザイン学科×化学生命科学科

被服学科×家政経済学科×企業

複数学科合同の卒業論文・卒業研究・卒業制作発表会
住居学科・史学科・心理学科の学生が参加
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（2025年5月1日現在）

建築デザイン学科

×化学生命科学科

被服学科×家政経済学科

×山梨ハタオリ産地



質保証の基本方針
• 教学部門の意思決定機関として学長を議長とする大学執行部会議を置き、学長を中心とした内部質保証体制を構築

している。

• 全学的な内部質保証は自己点検・評価委員会が主体となり、教員・職員で構成される全7部門に

  分かれて自己点検・評価を行い、学長に改善事項等を報告する。

A P
DC ・学部、研究科

・委員会
・センター
・事務局

・自己点検・評価
委員会

・大学改革運営会議
・外部評価委員会

・大学執行部会議

質保証体制の特徴
• 学長を中心とした内部質保証体制
• 諮問機関として大学改革運営会議設置
• 教職協働による全学自己点検、評価
• 学部、研究科ごとのPDCAサイクル
• JWU女子高等教育センターが中心となり

学修成果の可視化を推進
• 外部評価の導入

これらを組み合わせ、教育の妥当性と改善の方向性を継続的に検証する体制を整えている。

・大学執行部会議
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委員長　副学長

委員　副学長、 事務局長、 教学企画部長、 総務部長、部門長(計7名)　　　

部門 部門担当（教員21名※3+部長クラス） 対応する大学基準等

※１　財政に関しては法人より実行指示がある

※２　年３回のモニタリングを含む

C 外部評価委員会 C 大学改革運営会議
（大学執行部会議の諮問機関）

理念・目的

建学の精神

三綱領（信念徹底・自発創生・共同奉仕）

３つのポリシー／人材養成・教育研究上の目的に関する規程

計画 中期計画　（2024～2030年度）

P・A 大学執行部会議【教学マネジメント組織】
（教学部門の意思決定機関）

 11月事業計画及び
予算編成作成開始
2月事業報告書作成 学長

副学長、学長補佐、学部長、研究科委員長（代表）
　（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ）JWU女子高等教育ｾﾝﾀｰ所長、
　　　　　　　　基盤教育ｾﾝﾀｰ長、
　　　　　　　　通信教育部長、
　　　　　　　　学務部長、
　　　　　　　　学生生活部長

C 自己点検・評価委員会【内部質保証推進組織】

自己点検・評価委員会
幹事会

6月目標点検
10月中間報告
3月報告書作成

6月目標点検
10月中間報告
2月到達点検／報告

該当委員会・部局等

①教学部門 教員３名 学務部長、学務部事務部長
●理念・目的
●教育課程・学習成果
●教員・教員組織

基準
1・4・5・6 教授会、学科教務委員会、研究科委員会、JWU女子高等教育センター、基盤教育センター 等

D

入学試験協議会 等

②教育研究等環境部門 教員3名
学務部長、学務部事務部長
管理部長、図書館事務部長

●教育研究組織
●教育研究等環境

基準3・8 図書館、メディアセンター 等

③入試部門 教員3名 入学部長 ●学生の受け入れ 基準５

社会連携教育センター、生涯学習センター 等

④学生部門 教員3名
学生生活部長
学生生活事務部長

●学生支援 基準７ 学生支援センター、国際交流センター 等

⑤社会連携部門 教員3名
社会連携教育ｾﾝﾀｰ所長
通信教育・生涯学習事務部長

●社会連携・社会貢献 基準９

教職総合センター、学務委員会

⑥大学運営・財政部門 教員3名 財務部長 ●大学運営・財務 基準１０ 事務局 等　※1

※3　教員21名　…専門性が必要な部分は委員長指名、それ以外は各学部より選出

⑦教職課程部門 教員3名
学務部長、学務部事務部長
通信教育・生涯学習事務部長

教育職員免許法施行規則等の
一部を改正する省令

－

各部門報告
P

D

C

A

自己点検報告※2

P

D

C

A

報告書上程

意見聴取

提言

提言外部評価依頼

（学部・大学院・センター等）

実行指示

P

D

C

A

中・長期計画に基づき事業計画（P）作成

日本女子大学における内部質保証に関する体制図 6



質向上に向けた取り組み

1. 授業改善サイクルの強化
• 「日本女子大学教育賞」制度実施

• 優れた授業改善事例をFDセミナーで共有(★ 次のスライドで紹介）
• 授業アンケート結果を学科やカリキュラム所管委員会等へフィードバック

• 授業改善を図る制度的取り組み（★ 次のスライドで紹介）
• 学科DP達成度のルーブリック評価（★ 次のスライドで紹介）

2. 教員の教育力の向上
• 全ての新任専任教員着任時にJWU女子高等教育センター所長による研修を実施
• 高等教育をテーマとしたFD研修実施
• 専任教員による対話型交流会「エデュcafé」実施

3. 学生の意見を取り入れる仕組み、学生支援
• 「学長と学生の意見交換会」実施
• 全学科全学年に対してアドバイザー教員を配置
• 授業外学修を促進するラーニングコモンズをはじめとする学生滞在スペースの拡充

▲学長と学生の意見交換会

▲日本女子大学教育賞授賞式
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▲対話型交流会「エデュcafé」



実施組織・特徴的な取り組み

• 全学的な教育改革の推進、教育の質向上に寄与することを目的としてJWU女子高等教育センターを置き、

学修成果の可視化・把握、FD・SDの推進、全学的な教育改善等を実施する。

★授業改善を図る制度的取り組み
• 授業アンケートの自由記述欄に記載された授業改善を要するコメントをまとめ、非常勤を含む全教員へ

共有
• 授業改善を要望するコメントが記載された教員と個別に面談し、改善に向けた支援を実施

★ルーブリック評価（2026～）
• 全学生必修の卒業論文等及びゼミをアセスメント科目として位置づけ、

 卒業時に卒論指導教員が学科DP達成度を評価 ▲2026年度学生配付資料（予定）

★優れた授業改善事例をFDセミナーで共有
• 学生の満足度が高く、特に優れた授業を実施した教員に「日本女子大学教育賞」を授与し、

• 受賞者による優れた授業改善事例を全教員参加必須のFDセミナーで共有
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質向上に向けた取り組みの成果

• 令和6年度全国学生調査ポジティブリストにて、文学部と理学部が計6項目で1位を獲得、計43項目で掲載

• 本学の少人数教育、授業改善の取り組みが学生にも評価された

▲大学広報活動にも広く活用▲集計結果は報告書にまとめ教職員に向けて公開
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学修成果可視化の具体的な取り組み －2026年度より－
実施時期 取り組み 目的

入学時 初年次教育動画の視聴
• 入学後に学生が教育理念を理解し、DPに定められた在学中に身につける
べき力を確認できるようにする。

入学時
3年次

PROGテスト
（アセスメント・テスト）

• 学生自身が汎用的な能力・態度・志向等に関する現状を客観的に把握する。

2年次
4年次

全国学生調査 • 大学が在学生の学修時間・学修行動を把握する。

毎年
マイステップ＠JWU
⇔教員からのフィールドバック

• 学生が年度ごとに目標を決め、その振り返りを学生自身が行う。
• 卒業時に自分が身につけた力を振り返る際の根拠として活用する。

毎学期
学生の達成度自己評価および授業改善のための
アンケート（授業アンケート）

• 学生の自己評価による各科目の達成目標の達成度及び満足度を把握する。
授業の進め方や改善点に関する意見を集める。

卒業時 卒業時アンケート • 学生の自己評価による学科DP及び基盤的科目群DPの達成度を把握する。

卒業時
アセスメント科目（※）のルーブリック評価
※卒業論文、卒業研究、卒業制作、及び卒論等に付随す
るゼミをアセスメント科目とする。（2026年度より）

• 教員、学生双方で学科DPの達成基準を認識し、評価内容を共有する。
• 学生自身が卒業時に身につけた具体的な力を説明できるようにする。

卒業後
卒業生のキャリア（就職・進学等）の状況の把握と
教育活動等の改善のためのアンケート調査
（卒業生調査）

• 卒業後に在学中に受けた教育を振り返り、在学中に身につけた資質・能力
がどのように役立っているか等を明らかにする。

▲2026年度「日本女子大学アセスメント・プラン」より一部抜粋
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入学から卒業までの流れ

1年次 2年次 3年次

学期末      授業の到達目標の達成度を自己評価 授業アンケート

4年次

学修行動の変化を可視化学修時間の自己評価
• 全国学生調査

学修時間の再自己評価
• 全国学生調査

DP達成度の自己評価
• 卒業時アンケート

社会での活躍を報告
• 卒業生調査

卒業後

教育理念・DPの理解
• 初年次教育動画

教員がDP達成度を評価
• ルーブリック評価返却

学期初め 目標設定・昨年度の振り返り マイステップ＠JWUに目標入力＆アドバイザー教員との面談

成長を可視化社会人基礎力の測定
• PROGテスト

社会人基礎力の再測定
• PROGテスト

測定結果を就職活動に活用

NEW！ 2026年度～

卒業時

自らの学びの成果
（学修成果）として

身に付けた資質・能力
を自覚し、

客観的なデータと共に
説明できる
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今後の展望

これからも、学生が自ら未来を切り拓く力を育む教育を推進してまいります。

創立120周年（2021）を機に継続的な大学改革を実施
年度 実施内容

2021 キャンパス統合により目白キャンパスに全学部が集結

2022 理学部2学科（数物情報科学科、化学生命科学科）の名称変更

2023 国際文化学部開設

2024 建築デザイン学部、建築デザイン研究科開設

2025 食科学部開設

2026 文学部2学科（日本語日本文学科、歴史文化学科）の名称変更
JWUキャリアライフセンター新設

2027 経済学部（仮称）、食科学研究科（仮称）開設予定

2028 ファッションデザイン学部（仮称）、人間科学部（仮称）開設予定

▲2028年には9学部16学科体制へ
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